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会          議          録 

 

 
第2回和泉市緑の基本計画懇談会 

開催日時 令和元年10月31日（木）14時00分から16時00分まで 

開催場所 市議会委員会室（市役所3号館3階） 

出席者 

和泉市緑の基本計画委員  

増田会長 内田委員 藤田委員 宮本委員 中委員 

 

和泉市 

都市デザイン部長、都市デザイン部次長（建築住宅・公園緑地担当）  

事務局 公園緑地課  

会議の議題 

・開会 

・議事（1）みどりの現状と課題 

・議事（2）みどりのまちづくりの基本的方向性 

・閉会 

 

会議の要旨 

「和泉市緑の基本計画懇談会」は、平成11年3月に策定した「和泉市

緑の基本計画」において、その後の都市緑地法等の改正、大阪府に

よる「みどりの大阪推進計画」の策定、本市総合計画及び都市計画

マスタープラン等の上位・関連計画の改定、社会情勢の変化等を踏

まえ、当計画の改定にあたって、関係各方面から意見をいただく。 

会議録の 

作成方法 

□全文記録 

■要点記録 

記録内容の 

確認方法 

■会議の議長の確認を得ている 

□出席した構成員全員の確認を得ている 

□その他 
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その他の必要 

事項（会議の 

公開･非公開、 

傍聴人数等） 

会議公開 

 

 

 

 

 

 

審  議  内  容  （発言者、発言内容、審議経過、結論等） 

・開会、挨拶 

事務局より挨拶およびスケジュールに関するお知らせとお願い、資料の確認 

 

議事（1）みどりの現状と課題 

《意見》 

○鉄道駅周辺（和泉中央駅、和泉府中駅、北信太駅、信太山駅）の生活拠点施設等に

ついてのコメントが記載されていない。駅周辺を今後どのように考えていくのか、

課題として記載しておく必要性がある。 

○和泉府中駅近辺は地表面温度が低く、和泉中央駅南側の新開発地は高くなっている

のか疑問である。時刻と天候等の状況を記載して頂きたい。 

○LANDSAT（P1）のデータ取得日（2018 年 8 月 14 日）は平均的な夏の状態だった

のか、可能な範囲で説明を頂きたい。 

○拠点となる施設の中で今後の緑化施策を考えていく場合、大規模土地利用の状況に

ついて戦略的な考え方が必要である。 

○聖神社、施福寺、泉井上神社周辺は今後のネットワークと拠点整備の視点で考える

と重要なものである。それぞれ非常に面白い歴史を持っているので、歴史とみどり

が一体になった神社、社寺などのコメントもあった方が良い。 

○公園誘致圏図（P4）は、大規模公園は誘致圏を 1000ｍとしているが、高齢者や幼児

の場合、1000ｍは身近ではないと思うので再度検討頂きたい。 

○和泉市だけでレクリエーション行動や生物多様性は完結しないので、大阪府の広域

緑地計画が重要になる。もう少し広域的な公園緑地、レクリエーション施設の分布
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状況を捉えた方が良い。 

○未開設の都市計画公園が整備された場合、どの程度まで誘致圏をカバーできるのか

確認して頂きたい。 

○アンケートの「10 代」と「10 歳代」など、表記の統一を再度ご確認頂きたい。 

○地域別のアンケート結果では、一部地域でサンプル数が少なくなるところもあり、

代表性などを検証した方が良い。 

○未開設公園の扱いについて提案されているが、それがどのようなものか情報の提供

方法について工夫が必要。 

○多様な主体の連携では、市民・事業者・大学等以外にも小中学校や様々な市民団体

があるため、これらの取組み等があれば、可能な限り表記して頂きたい。 

○自然環境では、ナラ枯れの進行、桜の枯れ、竹林の拡大化の問題が発生しているが、

記載が抜けているので検討して頂きたい。 

○景観に資するみどりについて、身近なニュータウンのみどりの写真（P6）に違和感

がある。「市民が実施することに対して、行政は支援するような仕組みを作る」とい

う計画に関わることなので写真を工夫して頂きたい。 

○外来生物関係の問題について、計画を作る上で問題があるか、現在どのような状況

なのか言及しておいた方が良い。 

○市民アンケートの表現で「している」と「やる」という言葉が混ざって使われてお

り、適切な言葉を検討して頂きたい。 

○特定外来生物は駆除や抑制の対象となっており、動物ではアライグマやアカミミガ

メがあげられる。特にアライグマは農業被害で大きな課題となっている。 

 

議事（2）みどりのまちづくりの基本的方向性 

《意見》 

○和泉山脈と信太山丘陵を「骨格となるみどり」としているが、この 2 つは拠点の中

の面的な範囲であり名前の選択が間違っている。 

○農林エリアでは産業振興だけではなく、「林業・農業という生業としての活性化」と

「環境資産としての市民参画による保全活動」の２つの軸について記載して頂きた

い。 
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○歴史巡りネットワークでは池上曽根遺跡、丸笠山古墳、和泉黄金塚古墳が該当し、

これらはみどりと連関している。聖神社やシリブカガシ林など社寺林として、一体

的に維持されているので明確な位置付けをしても良い。 

○基本理念の「いのちのみどり」は非常に魅力的と思うが、その内容が見えない。基

本理念を掲げる基本理念（目標）のようなものが必要ではないか。 

○SDGs の環境、社会、経済の 3 視点や、持続的な都市の実現の中で「いのちのみど

り」をどう捉えていくのかということが重要である。 

○みどりの整備・管理を必要とする市民一人一人が専門的なことを学び、気付くこと

で、何か緑化対応が出来るのではないか、アピールできるのではないか。市の副読

本に記載したり、小学校での出前講座など、市民の学習機会・学ぶ機会をどう作っ

ていけるかが非常に重要である。 

○市民アンケートでは桜の植樹の希望が多い。ソメイヨシノをイメージしていると思

うが非常に寿命が短く、同じ桜を入れるのであれば多様な桜を植える方が良い。多

くの方々は知識や情報がないので、学ぶ機会があれば良い。 

○いのちの森プロジェクトで植樹された 18 万本が何の樹種なのか、どのような形に地

域に根ざしているのかということを PR すれば、後継事業への後押しとなる。また

今まで実施してきた環境の多様性がどのように向上してどう繋がったのか見える化

していくことも大切である。 

○和泉府中駅ではハード的な整備が済んでいるが、みどりの観点から見れば何が問題

となっているのか分からない。もう少しみどりの為の観点で再精査して頂きたい。 

○商業エリアの基本方針では、駅前の緑化促進や和泉府中駅周辺でもみどりの空間の

確保が必要という記載が唐突である。資料１で計画に繋がるような具体的な整理を

して頂きたい。 

○基本理念で「みどりづくりが人づくりまちづくりに広がる」とあり、人づくりに関

連するような指標、どの程度市民が参画・関与しているのかが分かるものを検討し

て頂きたい。総合指標だけでなく、もっと詳細な内容でもよい。 

○「里山的環境」「歴史的自然」「自然的環境」という表現について、「的」が入ること

はあまり正確ではない。概念やイメージの大小で「的」という表現をされていると

思うが、今一度検討して頂きたい。 
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○公園緑地の防災性は一体何を意味しているのか。概念やイメージの大小で表現され

ている部分があるので、今一度検討頂きたい。 

○基本方針が 5 つの軸という事であれば、総合指標も 5 つの指標に則した形で評価さ

れるようなものを検討して頂きたい。 

○将来の一人当たり都市公園緑地面積は、人口減少により必然的に増加すると考えら

れる。指標の一人当たり緑地面積 10.0 ㎡について、妥当性の検証も含めて、次回に

ご説明頂きたい。 

○個別の施策状況の評価では、社会経済的な動態の変化なども見て、指標作りを検討

して頂きたい。 

○みどりの質の指標の「意識と行動」は、意識については満足度、行動については公

園の利用割合となっているが、市民の行動は公園利用の有無だけで良いのか疑問で

ある。 

○貴重種の種数が出てきているので、今ある種数は減らさないなど、生態学的な質を

指標とすることも考えられる。 

○多様な関わりとして、自分で草花を触った・学習機会があったなど、人づくりとし

て人がどのように変わってきたのかということを扱う質もあるので丁寧に見る必要

がある。 

○「みどりづくりの取り組み」は、主体をどのように考えるのかが求められていく。

関連する庁内での連携や協力、協働していくことが必要である。 

○参考資料の事業者ヒアリングについて、対象公園が何故 5 つなのか。 

→和泉中央線沿いの近隣公園以上の公園をピックアップしている。和泉中央線は和

泉市でもメインの通りであり、みどりの施策以外に様々なイベントを行っており、

賑わい創出の可能性が高いと考えて選定した。 

○「行政として各公園を今後、どのような公園として整備していくのか」、「それに対

して民間企業はどのような役割を果たし得るのか」など、行政が公園管理計画を各々

の公園で立てた上でないと、P-PFI はするべきではないと考える。 

○P-PFI は、財政的負担の軽減と同時に公的サービスを行い、充実できるのかという

ことが重要。民活を入れることにより、公的サービスの向上をどの程度はかれるの

かということであり、賑わいがどのように達成されるのかという意味ではない。こ
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れからの 10 年 20 年でとても大事なことであり、真剣に考えてほしい。 

 

以上  

 

 

  


